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目で、手で、舌で感じる本物の魚
　御経塚保育園さかなとのふれあい

11月12日（木）、食育事業の一環、石川でとれる魚
の知識を深めるさかなとのふれあいが㈱北陸大食の
協力で実現。サバの骨抜きに挑戦しました。もちろん
最後は美味しくいただきました。
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11
月
３
日
、
文
化
の
日
に
文
化
会
館

フ
ォ
ル
テ
で
表
彰
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。今
年
度
の
町
表
彰
者
は
14
人
１
団
体
、

町
教
育
委
員
会
表
彰
者
は
22
人
１
団
体
、

町
文
化
協
会
表
彰
者
は
７
人
、
町
体
育
協

会
表
彰
者
は
18
人
５
団
体
で
し
た
。
受
賞

さ
れ
た
の
は
、次
の
方
々
で
す（
敬
称
略
）。

野
々
市
町
表
彰

特
別
栄
誉
表
彰

　

石
原　
　

亨
（
中
林
２
丁
目
）

２
０
０
９
カ
ヌ
ー
フ

リ
ー
ス
タ
イ
ル
世
界

選
手
権
ス
イ
ス
大
会

Ｋ-

１
ス
ク
ォ
ー
ト
・

ク
ラ
ス
日
本
代
表
と

し
て
銀
メ
ダ
ル
獲
得
。

平
成
21
年
度
野
々
市
町
表
彰
、秋
の
叙
勲
、危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
、叙
位
叙
勲

功
労 

功
績
を
た
た
え
て

特
別
功
労
表
彰

　

髙
桑　
　

繁
（
粟
田
２
丁
目
）

保
護
司
と
し
て
、
更
生

保
護
お
よ
び
地
域
社
会

の
浄
化
と
公
共
の
福
祉

に
貢
献
さ
れ
る
。

　

村
田　
　

博
（
本
町
５
丁
目
）

人
権
擁
護
委
員
と
し

て
、
自
由
人
権
思
想

の
普
及
高
揚
に
貢
献

さ
れ
る
。

自
治
功
労
表
彰

　

喜
多　

禎
一
（
本
町
３
丁
目
）

町
教
育
委
員
会
委
員
長

お
よ
び
委
員
と
し
て
、町

教
育
行
政
の
伸
展
に
、町

議
会
議
員
と
し
て
、町
勢

の
発
展
に
貢
献
さ
れ
る
。

　

星
場　

外
也
（
堀
内
２
丁
目
）

郷
公
民
館
長
と
し
て
、

生
涯
学
習
お
よ
び
地
域

社
会
教
育
の
振
興
に
貢

献
さ
れ
る
。

　

長
井　

廣
長
（
新
庄
１
丁
目
）

富
奥
公
民
館
長
、
町
民

研
修
セ
ン
タ
ー
館
長

と
し
て
、
生
涯
学
習
、

地
域
社
会
教
育
の
振

興
に
貢
献
さ
れ
る
。

　

前
川　

靖
子
（
押
野
５
丁
目
）

人
権
擁
護
委
員
と
し

て
、
自
由
人
権
思
想

の
普
及
高
揚
に
貢
献

さ
れ
る
。

　

福
井　

定
雄
（
本
町
４
丁
目
）

保
護
司
と
し
て
、
更
生

保
護
お
よ
び
地
域
社
会

の
浄
化
と
公
共
の
福
祉

に
貢
献
さ
れ
る
。

　

林　
　

昭
子
（
位
川
）

保
護
司
と
し
て
、
更
生

保
護
お
よ
び
地
域
社
会

の
浄
化
と
公
共
の
福
祉

に
貢
献
さ
れ
る
。

地
域
功
労
表
彰

　

髙
村　

政
章
（
新
庄
３
丁
目
）

交
通
安
全
推
進
隊
員

と
し
て
、
交
通
安
全

思
想
の
普
及
お
よ
び

交
通
事
故
防
止
活
動

に
尽
力
さ
れ
る
。

　

白
井　

悦
子
（
太
平
寺
４
丁
目
）

多
年
に
わ
た
り
、
ガ
ー

ル
ス
カ
ウ
ト
の
運
営

と
組
織
の
強
化
に
努

め
、
青
少
年
の
健
全

育
成
に
貢
献
さ
れ
る
。



�

ス
ポ
ー
ツ
功
労
表
彰

　

内　
　

未
里
（
住
吉
町
）

平
成
21
年
度
全
国
高

等
学
校
定
時
制
通
信

制
体
育
大
会
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
競
技
団
体
準

優
勝

　

中
山　

大
輝
（
中
林
２
丁
目
）

平
成
21
年
度
全
国
高

等
学
校
定
時
制
通
信

制
体
育
大
会
卓
球
競

技
団
体
第
３
位

　

永
島　
　

翔
（
位
川
）

平
成
21
年
度
全
国
高

等
学
校
定
時
制
通
信

制
体
育
大
会
卓
球
競

技
団
体
第
３
位

　

布
水
中
学
校　

　

男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部平

成
21
年
度

全
国
中
学
校

体
育
大
会
、

第
39
回
全
国

中
学
校
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
大
会
第
３

位

教
育
委
員
会
表
彰

教
育
功
労
表
彰

島
田　

昭
三
郎
（
金
沢
市
材
木
町
）

　

�

町
就
学
指
導
委
員
会
委
員
長
お
よ
び
委

員
と
し
て
、障
害
の
あ
る
就
学
予
定
児
、

学
齢
児
童
生
徒
の
適
切
な
就
学
を
図
る

た
め
尽
力
さ
れ
る
。

木
村　

孝
子
（
本
町
２
丁
目
）

　

�

町
体
育
協
会
の
副
会
長
・
常
任
理
事
を

歴
任
し
、
町
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
尽
力

さ
れ
る
。

教
育
振
興
表
彰

南　
　

鈴
子
（
太
平
寺
１
丁
目
）

　

�

石
川
県
民
体
育
大
会　

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

競
技
９
回　

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
３
回　

ト

ラ
ン
ポ
リ
ン
１
回　

出
場

田
渡　

定
夫
（
矢
作
１
丁
目
）

　

�

第
61
回
石
川
県
民
体
育
大
会　

夏
季
大

会
水
泳
競
技　

60
歳
以
上
50
ｍ
自
由
形

大
会
新
記
録
樹
立

能
登　
　

彰
（
本
町
２
丁
目
）

　

�

石
川
県
民
体
育
大
会　

ゴ
ル
フ
競
技
５

回
出
場

加
藤　

良
一
（
下
林
４
丁
目
）

　

�

石
川
県
民
体
育
大
会　

ス
キ
ー
競
技
10

回
出
場

田
中　

教
崇
（
位
川
）

　

�

石
川
県
民
体
育
大
会　

柔
道
競
技
10
回

出
場

橋
髙　

祐
二
（
本
町
５
丁
目
）

　

�

石
川
県
民
体
育
大
会　

ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ

ト
ボ
ー
ル
競
技
10
回
出
場　

宮
森　

恒
成
（
扇
が
丘
）

　

�

石
川
県
民
体
育
大
会　

ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ

ト
ボ
ー
ル
競
技
19
回
出
場

小
岩　

正
敏
（
本
町
３
丁
目
）

河
村　
　

聡
（
稲
荷
２
丁
目
）

守
護　

聖
豪
（
本
町
６
丁
目
）

　

�

第
30
回
北
信
越
国
民
体
育
大
会　

ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
競
技　

成
年
男
子
優
勝

宗
玄　

尚
也
（
本
町
１
丁
目
）

　

�

石
川
県
民
体
育
大
会　

陸
上
競
技
10
回

出
場

池
谷　

公
士
郎
（
扇
が
丘
）

　

�

第
61
回
石
川
県
民
体
育
大
会　

夏
季
大

会
水
泳
競
技　

18
歳
以
上
２
０
０
ｍ
個

人
メ
ド
レ
ー
大
会
新
記
録
樹
立

五
郎
谷　

俊
（
押
野
４
丁
目
）

　

�

第
62
回
石
川
県
高
等
学
校
陸
上
競
技
対

校
選
手
権
大
会　

５
０
０
０
ｍ
大
会
新

記
録
樹
立　

廣
田　

和
将
（
押
野
１
丁
目
）

清
水　

優
磨
（
粟
田
１
丁
目
）

　
�

第
30
回
北
信
越
中
学
校
総
合
競
技
大
会

サ
ッ
カ
ー
競
技
優
勝

館
野
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

　

�

第
28
回
北
信
越
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
大
会
優
勝

白
山　
　

晃
（
若
松
町
）

　

�

館
野
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

監
督
と
し
て
第
28
回
北
信
越
ミ
ニ
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
優
勝
に
導
く
。

髙
柳　

陽
一
（
下
林
４
丁
目
）

　

�

銃
剣
道
競
技
少
年
男
子
石
川
県
チ
ー
ム

監
督
と
し
て
、
第
30
回
北
信
越
国
民
体

育
大
会
優
勝
に
導
く
。

塚
本　
　

誠
（
御
経
塚
１
丁
目
）

　

�

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技
成
年
男
子
石

川
県
チ
ー
ム
監
督
と
し
て
、
第
30
回
北

信
越
国
民
体
育
大
会
優
勝
に
導
く
。

黒
島　

啓
之
（
白
山
市
田
中
町
）

　

�

布
水
中
学
校
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

部
監
督
と
し
て
、
第
30
回
北
信
越
中
学

校
総
合
競
技
大
会
優
勝
、
第
39
回
全
国

中
学
校
体
育
大
会
第
３
位
に
導
く
。

中
村　

祐
樹
（
か
ほ
く
市
白
尾
）

　

�

布
水
中
学
校
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

部
コ
ー
チ
と
し
て
、
第
30
回
北
信
越
中

学
校
総
合
競
技
大
会
優
勝
、
第
39
回
全

国
中
学
校
体
育
大
会
第
３
位
に
導
く
。

文
化
協
会
表
彰

文
化
功
労
賞

北　
　

清
志
（
三
日
市
町
）

　

�

町
文
化
協
会
お
よ
び
美
術
文
化
協
会
役

員
と
し
て
、
多
年
に
わ
た
り
、
会
の
運

営
発
展
に
寄
与
さ
れ
る
と
と
も
に
後
進

の
指
導
に
も
積
極
的
に
活
動
さ
れ
町
の

文
化
発
展
の
た
め
に
多
大
な
貢
献
を
さ

れ
る
。



�

文
化
振
興
賞

神
田　

直
次
（
太
平
寺
２
丁
目
）

　

�

町
美
術
文
化
協
会
役
員
と
し
て
、
多
年

に
わ
た
り
、
会
の
運
営
発
展
に
寄
与
さ

れ
広
く
町
の
文
化
発
展
に
多
大
な
貢
献

を
さ
れ
る
。

文
化
奨
励
賞

萬
壽　

賢
一
郎
（
太
平
寺
４
丁
目
）

　

�

町
囲
碁
協
会
役
員
と
し
て
、
多
年
に
わ

た
り
、
会
の
運
営
発
展
と
会
員
の
指
導

育
成
に
尽
力
さ
れ
広
く
町
の
文
化
向
上

に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
る
。

上
田　

昭
夫
（
新
庄
２
丁
目
）

　

�

町
民
謡
協
会
役
員
と
し
て
、
多
年
に
わ

た
り
、
会
の
運
営
発
展
と
会
員
の
指
導

育
成
に
尽
力
さ
れ
広
く
町
の
文
化
向
上

に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
る
。

古
源　

和
子
（
末
松
１
丁
目
）

　

�

町
俳
句
協
会
役
員
と
し
て
、
多
年
に
わ

た
り
、
会
の
運
営
発
展
と
会
員
の
指
導

育
成
に
尽
力
さ
れ
、
広
く
町
の
文
化
向

上
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
る
。

久
保　

ス
ミ
ヱ
（
若
松
町
）

　

�

町
茶
道
協
会
員
と
し
て
、
多
年
に
わ
た

り
、
会
の
運
営
発
展
と
会
員
の
指
導
育

成
に
尽
力
さ
れ
、
広
く
町
の
文
化
向
上

に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
る
。

中
西　

名
菜
子
（
藤
平
田
２
丁
目
）

　

�

町
短
歌
協
会
役
員
と
し
て
、
多
年
に
わ

た
り
、
会
の
運
営
発
展
と
会
員
の
指
導

育
成
に
尽
力
さ
れ
、
広
く
町
の
文
化
向

上
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
る
。

体
育
協
会
表
彰

体
育
功
労
賞

新
森　

晃
（
下
林
３
丁
目
）

　

�

町
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協
会
設
立
初
期
よ

り
、
会
長
・
副
会
長
を
歴
任
し
、
協
会

運
営
に
携
わ
る
と
と
も
に
、
競
技
の
普

及
、
発
展
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
る
。

寺
井　

幸
夫
（
粟
田
２
丁
目
）

　
�

長
年
に
わ
た
り
、
町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協

会
の
役
員
と
し
て
、
運
営
発
展
に
尽
力

さ
れ
る
と
と
も
に
、
副
審
判
長
と
し
て

も
審
判
技
術
の
向
上
に
大
き
く
貢
献
さ

れ
る
。

ス
ポ
ー
ツ
賞

新
森　

由
喜
子
（
下
林
３
丁
目
）

　

�

第
31
回
全
日
本
レ
デ
ィ
ー
ス
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
決
勝
大
会
出
場

長　
　

竜
也　
（
押
野
５
丁
目
）

湯
川　

満
友　
（
押
野
５
丁
目
）

　

�

平
成
21
年
度
全
国
高
等
学
校
定
時
制
通

信
制
体
育
大
会　

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

競
技
出
場

坂
口　

拓
也　
（
下
林
３
丁
目
）

　

�

第
87
回
全
国
高
等
学
校
サ
ッ
カ
ー
選
手

権
大
会
出
場

横
山　

菜
々
子
（
押
野
６
丁
目
）

　

�

平
成
21
年
度
全
国
高
等
学
校
定
時
制
通

信
制
体
育
大
会　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技

出
場

西
谷　
　

駿
（
太
平
寺
２
丁
目
） 

泉　
　

勝
人
（
田
尻
町
）

　

�

平
成
21
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育

大
会　

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技
出
場

小
坂　

亜
実
（
本
町
３
丁
目
）

　

�

平
成
21
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育

大
会　

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
競
技
団
体
出
場

興
村　

俊
幸
（
本
町
４
丁
目
）

　

�

平
成
21
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育

大
会　

ボ
ク
シ
ン
グ
競
技
出
場

荒
木　

隆
宏
（
太
平
寺
４
丁
目
）

　

�

平
成
21
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育

大
会　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
ダ
ブ
ル

ス
・
団
体
出
場

舩
本　

真
里
（
本
町
１
丁
目
）

前
田　

琢
巳
（
押
野
７
丁
目
）

川
東　

麟
太
郎
（
押
野
５
丁
目
）

森
井　

健
太
（
押
野
７
丁
目
）

　

�

第
22
回
都
道
府
県
対
抗
ジ
ュ
ニ
ア
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
出
場

北
西　

祈
澄
（
本
町
１
丁
目
）

　

�

平
成
21
年
度
全
国
中
学
校
体
育
大
会　

陸
上
競
技　

走
幅
跳
出
場

郷
家　

勝
徳
（
藤
平
田
２
丁
目
）

　

�
平
成
21
年
度
石
川
県
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選

手
権
大
会　

シ
ニ
ア
男
子
55
優
勝

明
治
乳
業
株
式
会
社
北
陸

　

�

天
皇
賜
杯
第
64
回
全
日
本
軟
式
野
球
大

会
出
場

石
川
県
立
野
々
市
明
倫
高
等
学
校　

男
子

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

　

�

第
27
回
全
国
高
等
学
校
男
子
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
選
抜
大
会
出
場

野
々
市
町
弓
道
協
会　

女
子

　

�

第
61
回
石
川
県
民
体
育
大
会　

夏
季
大

会
弓
道
競
技　

一
般
の
部
優
勝

野
々
市
町
サ
ッ
カ
ー
協
会

　

�

第
61
回
石
川
県
民
体
育
大
会　

夏
季
大

会
サ
ッ
カ
ー
競
技　

一
般
の
部
優
勝

野
々
市
ク
ラ
ブ
Ａ

　

�

平
成
21
年
度
石
川
県
団
体
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
選
手
権
大
会
優
勝



�

叙
勲
受
章
者

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

秋
の
叙
勲

丸山利輔 氏
（太平寺１丁目）

瑞
宝
重
光
章

県
農
業
短
大
、
県
立
大
学
で
学
長
を
務

め
る
な
ど
学
術
振
興
に
貢
献
さ
れ
る
。

浅井恭一 氏
（本町５丁目）

旭
日
双
光
章

白
山
の
の
い
ち
医
師
会
長
と
し
て
地
域

医
療
向
上
に
努
め
ら
れ
る
。

鈴木すゞゑ 氏
（押越１丁目）

瑞
宝
単
光
章

常
に
現
場
に
立
ち
、
患
者
の
看
護
に
励

み
、
地
域
医
療
充
実
に
尽
力
さ
れ
る
。

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲牛上信夫 氏

（押越２丁目）

瑞
宝
単
光
章

陸
上
自
衛
官
と
し
て
、
国
の
平
和
と
独

立
を
守
る
こ
と
に
尽
力
さ
れ
る
。

叙
位
叙
勲

従
六
位
旭
日
双
光
章

故 

中
野
喜
佐
雄
氏
（
粟
田
２
丁
目
）

入　札　結　果
事　　　　　　　　　業　　　　　　　　名 予定価格 落札価格 落　札　者

準用河川十人川改修事業　護岸改修工事 30,870,000 25,725,000 ㈱野々市工建

公共下水道事業　汚水管布設工事　二日市第二処理分区　第 19工区 32,025,000 23,940,000 ㈱堀建設

公共下水道事業　汚水管布設工事　二日市第四処理分区　第６工区 29,715,000 19,288,500 拓土建設㈱

放課後児童クラブすがはら改修工事 14,280,000 12,285,000 ㈱北村工務店

北西部土地区画整理事業　区画街路築造工事　第 67工区 10,920,000 10,342,500 ㈱堀建設

本町通りくらしのみちゾーン整備事業　電線共同溝工事　第９工区 21,000,000 19,950,000 ㈱河合組

本町通りくらしのみちゾーン整備事業　電線共同溝工事　第 10工区 11,865,000 11,340,000 川辺建設㈱

消雪監視支援システム整備工事 17,010,000 16,065,000 柴電気工事㈱

野々市町文化会館改修工事　実施設計業務委託 17,850,000 17,251,500 ㈱山岸建築設計事務所

北西部土地区画整理事業　区画街路舗装工事　第９工区 13,125,000 12,180,000 島屋建設㈱

北西部土地区画整理事業　区画街路舗装工事　第 10工区 11,235,000 10,395,000 三友工業㈱

公共下水道事業　道路舗装復旧工事　二日市第二処理分区　第２工区 17,010,000 15,960,000 沢田工業㈱

21 ｰ 12　石綿セメント管更新（布設替）工事　第１工区 13,020,000 12,180,000 佐々木工業

21 ｰ 35　野々市町上水道（第５次拡張事業）配水管布設工事　第３工区 16,485,000 15,477,000 石川工業

1,000 万円以上（税込み）10月分

町
議
会
副
議
長
な
ど
を
歴
任
し
、
地
方

自
治
発
展
に
寄
与
さ
れ
る
。
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20 決算＆ 上半期予算執行状況年度平成 21年度 町の財政事情
平成21年度 上半期予算執行状況（９月末現在）

一般会計支出現計予算 150億737万3千円 一般会計収入現計予算 150億737万3千円

企業会計

町債現在高 （平成21年９月末現在）

148億4,625万円148億4,625万円

特別会計

平成20年度 決算

水道事業会計 現計予算額 調定済額 支出発生額

収益的収入 7億2,900万 3億6,775万3千円

収益的支出 7億2,900万 1億6,851万9千円

資本的収入 2億2,400万 1,813万9千円

資本的支出 5億2,400万 7,763万9千円

会 計 名 現計予算額 収 入 済 額 支 出 済 額

国民健康保険 37億3,420万  円 14億6,140万1千円 18億1,497万9千円

後期高齢者医療  3億3,000万  円 1億2,443万9千円 1億2,387万9千円

老 人 保 健 838万8千円 954万3千円 534万1千円

介 護 保 険 16億4,900万  円 6億6,525万2千円 6億8,034万2千円

下水道事業 20億5,429万  円 3億   455万4千円 7億8,189万  円
※下水道事業特別会計の予算額には、前年度からの繰越額950万円が含まれています

※現計予算額には、前年度からの繰越額10億2,492万6千円が含まれています

一般会計歳出決算額 133億2,631万7千円 一般会計歳入決算額 141億9,278万1千円

企業会計 特別会計

水道事業会計 収入決算額 支出決算額

収益的収入 7億5,623万4千円

収益的支出 7億3,673万9千円

資本的収入 2億     79万2千円

資本的支出 4億5,957万8千円

会 計 名 歳入決算額 歳出決算額

国民健康保険 38億4,245万9千円 37億8,525万4千円

後期高齢者医療  3億2,047万9千円 3億1,990万7千円

老 人 保 健 3億   196万6千円 3億   724万4千円

介 護 保 険 16億2,084万1千円 16億1,727万6千円

下水道事業 24億7,444万3千円 24億3,306万5千円

目的別区分 現　在　高

総　務　債 71億6,631万5千円

土　木　債 52億2,439万3千円

教　育　債 12億2,879万5千円

民　生　債 7億   668万5千円

農林水産債 3億4,422万8千円

消　防　債 1億3,294万4千円

衛　生　債 3,141万4千円

公営住宅債 1,089万8千円

災害復旧債 57万8千円

町民１人当たりの町税負担 （現計予算）
町職員給与などの状況

町税 68億7,251万6千円
町民1人当たり 15万81円 (15万5,130円)
　※（　　）内は平成20年度決算額

平成21年9月末人口 4万5,792人
平成21年3月末人口 4万5,192人 

町民税 
65,637円
（67,492円）

町たばこ税
8,768円
（9,006円）

固定資産税
66,944円
（69,694円）

軽自動車税
1,697円

（1,635円）

都市計画税
7,035円

（7,303円）

※詳しくは、町ホームページの「人事・給与・職員採用」のカテゴリー内「野々市町の給与・定員管理等のお知らせ」をご覧ください

職員の平均年齢,平均給料月額,平均給与月額
（平成20年4月1日現在）
職員の平均年齢,平均給料月額,平均給与月額
（平成20年4月1日現在）

期末・勤勉手当（平成20年度）期末・勤勉手当（平成20年度）

職員の初任給の状況（平成20年4月1日現在）職員の初任給の状況（平成20年4月1日現在）

退職手当（平成20年度）退職手当（平成20年度）

部門別職員数（各年４月１日現在）部門別職員数（各年４月１日現在）

目的別区分 平成20年度 平成21年度

一般行政部門 227人 224人

特別行政部門
（教育委員会） 48人 48人

公営企業等
会計部門 37人 39人

合　計 312人 311人

者職休、りあで数の員職るす属に職般一、は数員職 ※
及び派遣職員（定数外）を含みます

大学卒 172,200円

高校卒 140,100円

自己都合 勧奨・定年

勤続20年 23.5月分 30.55月分

勤続25年 33.5月分 41.34月分

勤続35年 47.5月分 59.28月分

※国と同じです

平均支給額 148万9千円

期 末 手 当 3.0月分（1.6月分）

勤 勉 手 当 1.5月分（0.75月分）
※（　）内は、再任用職員にかかる支給額です

人件費（平成20年度普通会計決算）人件費（平成20年度普通会計決算）

住民基本台帳人口
（平成21年3月末現在） 45,192人

歳出額（Ａ） 131億4,921万6千円

人件費（Ｂ） 21億1,817万1千円

人件費割合（Ｂ／Ａ） 16.1％

※人件費には、特別職の給与・報酬を含みます

※国と同じです

一般行政職 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額
野々市町 41.7歳 312,796円 325,321円
国 41.1歳 325,113円 387,506円

町税

国庫支出金

地方交付税

諸収入

町債

県支出金

地方消費税交付金

分担金及び負担金

その他

 70億1,064万5千円 (49.4%)

 16億2,937万4千円 (11.5%)

 13億5,947万8千円 (9.6%)

 10億6,616万1千円 (7.5%)

 10億1,760万　  円 (7.2%)

 6億1,110万5千円 (4.3%)

 4億5,871万7千円 (3.2%)

 4億1,403万3千円 (2.9%)

 6億2,566万8千円 (4.4%)

民生費

土木費

公債費

教育費

総務費

衛生費

消防費

その他

 39億6,801万2千円 (29.8%)

 24億7,632万1千円 (18.6%)

 18億9,181万3千円 (14.2%)

 15億5,649万5千円 (11.7%)

 12億6,768万4千円 (9.5%)

 12億6,635万6千円 (9.5%)

 5億2,490万4千円 (3.9%)

 3億7,473万2千円 (2.8%)

％は決算額の構成比

◆その他の内訳◆  
繰越金  1億7,907万3千円
地方譲与税  1億6,242万9千円
自動車取得税交付金  　　7,527万9千円
財産収入  　　7,117万7千円
使用料及び手数料  　　6,089万     円
利子割等交付金  　　4,449万2千円
繰入金  　　1,478万4千円
交通安全対策特別交付金  　　1,314万7千円
寄附金  　　　　439万7千円

◆その他の内訳◆  （　）内は支出済額

商工費 1億5,062万8千円 （8,868万1千円)
議会費 1億3,922万6千円 （6,448万2千円)
農林水産業費 5,433万2千円 (2,040万5千円)
労働費 3,037万1千円 (1,977万8千円)
予備費 1,000万 　 円 (0円)
災害復旧費 2千円 (0円)
諸支出金 1千円 (0円)

◆その他の内訳◆  （　）内は収入済額

分担金及び負担金 4億2,506万6千円  (2億  516万8千円
繰入金 2億1,639万1千円 (0円)
地方譲与税 1億5,000万     円  (4,448万5千円)
繰越金 9,505万8千円 (0円)
自動車取得税交付金 8,000万1千円 (1,192万6千円)
使用料及び手数料 5,734万     円 (3,759万9千円)
利子割等交付金 5,700万     円 (1,393万6千円)
交通安全対策特別交付金 1,300万     円 (699万8千円)
財産収入 1,185万8千円 (314万1千円)
寄附金 2千円 (216万2千円)

◆その他の内訳◆  
商工費  1億3,869万5千円
議会費  1億3,524万9千円
農林水産業費  　　6,102万4千円
労働費  　　3,976万4千円

%は予算額の構成比 %は予算額の構成比

28.9%

16.5%

12.8%

12.5%

11.7%

8.9%

6.1%

2.6%

45.8%

13.8%

9.7%

9.1%

5.9%

5.5%

2.9%

7.3%

民 生 費

土 木 費

教 育 費

総 務 費

公 債 費

衛 生 費

消 防 費

そ の 他

町 　 税

国庫支出金

町 　 債

地方交付税

諸 収 入

県支出金

地方消費税交付金

そ の 他

現計予算額
支 出 済 額

43億3,708万6千円
16億2,772万 円

24億7,754万1千円
6億1,747万2千円

19億2,766万5千円
7億6,801万7千円

18億6,806万4千円
11億8,247万4千円

17億5,206万6千円
8億6,039万4千円

13億4,051万5千円
7億1,078万 円

9億1,987万6千円
5億9,613万7千円

3億8,456万 円
1億9,334万6千円

68億7,251万6千円
40億   288万8千円

20億6,625万1千円
2億7,078万2千円

　14億5,180万 円
0円

13億7,081万3千円
9億3,373万3千円

8億8,187万 円
3,956万9千円

8億2,840万7千円
1億7,280万3千円

4億3,000万 円
2億9,496万2千円

11億   571万6千円
3億2,541万5千円

現計予算額
収 入 済 額

損分度年過、は円千6万878,5億2額るす足不てし対に額出支的本資が額入収的本資 ※
益勘定留保資金2億5,224万4千円、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整
額654万2千円で補てんしました  
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20 決算＆ 上半期予算執行状況年度平成 21年度 町の財政事情
平成21年度 上半期予算執行状況（９月末現在）

一般会計支出現計予算 150億737万3千円 一般会計収入現計予算 150億737万3千円

企業会計

町債現在高 （平成21年９月末現在）

148億4,625万円148億4,625万円

特別会計

平成20年度 決算

水道事業会計 現計予算額 調定済額 支出発生額

収益的収入 7億2,900万 3億6,775万3千円

収益的支出 7億2,900万 1億6,851万9千円

資本的収入 2億2,400万 1,813万9千円

資本的支出 5億2,400万 7,763万9千円

会 計 名 現計予算額 収 入 済 額 支 出 済 額

国民健康保険 37億3,420万  円 14億6,140万1千円 18億1,497万9千円

後期高齢者医療  3億3,000万  円 1億2,443万9千円 1億2,387万9千円

老 人 保 健 838万8千円 954万3千円 534万1千円

介 護 保 険 16億4,900万  円 6億6,525万2千円 6億8,034万2千円

下水道事業 20億5,429万  円 3億   455万4千円 7億8,189万  円
※下水道事業特別会計の予算額には、前年度からの繰越額950万円が含まれています

※現計予算額には、前年度からの繰越額10億2,492万6千円が含まれています

一般会計歳出決算額 133億2,631万7千円 一般会計歳入決算額 141億9,278万1千円

企業会計 特別会計

水道事業会計 収入決算額 支出決算額

収益的収入 7億5,623万4千円

収益的支出 7億3,673万9千円

資本的収入 2億     79万2千円

資本的支出 4億5,957万8千円

会 計 名 歳入決算額 歳出決算額

国民健康保険 38億4,245万9千円 37億8,525万4千円

後期高齢者医療  3億2,047万9千円 3億1,990万7千円

老 人 保 健 3億   196万6千円 3億   724万4千円

介 護 保 険 16億2,084万1千円 16億1,727万6千円

下水道事業 24億7,444万3千円 24億3,306万5千円

目的別区分 現　在　高

総　務　債 71億6,631万5千円

土　木　債 52億2,439万3千円

教　育　債 12億2,879万5千円

民　生　債 7億   668万5千円

農林水産債 3億4,422万8千円

消　防　債 1億3,294万4千円

衛　生　債 3,141万4千円

公営住宅債 1,089万8千円

災害復旧債 57万8千円

町民１人当たりの町税負担 （現計予算）
町職員給与などの状況

町税 68億7,251万6千円
町民1人当たり 15万81円 (15万5,130円)
　※（　　）内は平成20年度決算額

平成21年9月末人口 4万5,792人
平成21年3月末人口 4万5,192人 

町民税 
65,637円
（67,492円）

町たばこ税
8,768円
（9,006円）

固定資産税
66,944円
（69,694円）

軽自動車税
1,697円
（1,635円）

都市計画税
7,035円
（7,303円）

※詳しくは、町ホームページの「人事・給与・職員採用」のカテゴリー内「野々市町の給与・定員管理等のお知らせ」をご覧ください

職員の平均年齢,平均給料月額,平均給与月額
（平成20年4月1日現在）
職員の平均年齢,平均給料月額,平均給与月額
（平成20年4月1日現在）

期末・勤勉手当（平成20年度）期末・勤勉手当（平成20年度）

職員の初任給の状況（平成20年4月1日現在）職員の初任給の状況（平成20年4月1日現在）

退職手当（平成20年度）退職手当（平成20年度）

部門別職員数（各年４月１日現在）部門別職員数（各年４月１日現在）

目的別区分 平成20年度 平成21年度

一般行政部門 227人 224人

特別行政部門
（教育委員会） 48人 48人

公営企業等
会計部門 37人 39人

合　計 312人 311人

者職休、りあで数の員職るす属に職般一、は数員職 ※
及び派遣職員（定数外）を含みます

大学卒 172,200円

高校卒 140,100円

自己都合 勧奨・定年

勤続20年 23.5月分 30.55月分

勤続25年 33.5月分 41.34月分

勤続35年 47.5月分 59.28月分

※国と同じです

平均支給額 148万9千円

期 末 手 当 3.0月分（1.6月分）

勤 勉 手 当 1.5月分（0.75月分）
※（　）内は、再任用職員にかかる支給額です

人件費（平成20年度普通会計決算）人件費（平成20年度普通会計決算）

住民基本台帳人口
（平成21年3月末現在） 45,192人

歳出額（Ａ） 131億4,921万6千円

人件費（Ｂ） 21億1,817万1千円

人件費割合（Ｂ／Ａ） 16.1％

※人件費には、特別職の給与・報酬を含みます

※国と同じです

一般行政職 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額
野々市町 41.7歳 312,796円 325,321円
国 41.1歳 325,113円 387,506円

町税

国庫支出金

地方交付税

諸収入

町債

県支出金

地方消費税交付金

分担金及び負担金

その他

 70億1,064万5千円 (49.4%)

 16億2,937万4千円 (11.5%)

 13億5,947万8千円 (9.6%)

 10億6,616万1千円 (7.5%)

 10億1,760万　  円 (7.2%)

 6億1,110万5千円 (4.3%)

 4億5,871万7千円 (3.2%)

 4億1,403万3千円 (2.9%)

 6億2,566万8千円 (4.4%)

民生費

土木費

公債費

教育費

総務費

衛生費

消防費

その他

 39億6,801万2千円 (29.8%)

 24億7,632万1千円 (18.6%)

 18億9,181万3千円 (14.2%)

 15億5,649万5千円 (11.7%)

 12億6,768万4千円 (9.5%)

 12億6,635万6千円 (9.5%)

 5億2,490万4千円 (3.9%)

 3億7,473万2千円 (2.8%)

％は決算額の構成比

◆その他の内訳◆  
繰越金  1億7,907万3千円
地方譲与税  1億6,242万9千円
自動車取得税交付金  　　7,527万9千円
財産収入  　　7,117万7千円
使用料及び手数料  　　6,089万     円
利子割等交付金  　　4,449万2千円
繰入金  　　1,478万4千円
交通安全対策特別交付金  　　1,314万7千円
寄附金  　　　　439万7千円

◆その他の内訳◆  （　）内は支出済額

商工費 1億5,062万8千円 （8,868万1千円)
議会費 1億3,922万6千円 （6,448万2千円)
農林水産業費 5,433万2千円 (2,040万5千円)
労働費 3,037万1千円 (1,977万8千円)
予備費 1,000万 　 円 (0円)
災害復旧費 2千円 (0円)
諸支出金 1千円 (0円)

◆その他の内訳◆  （　）内は収入済額

分担金及び負担金 4億2,506万6千円  (2億  516万8千円
繰入金 2億1,639万1千円 (0円)
地方譲与税 1億5,000万     円  (4,448万5千円)
繰越金 9,505万8千円 (0円)
自動車取得税交付金 8,000万1千円 (1,192万6千円)
使用料及び手数料 5,734万     円 (3,759万9千円)
利子割等交付金 5,700万     円 (1,393万6千円)
交通安全対策特別交付金 1,300万     円 (699万8千円)
財産収入 1,185万8千円 (314万1千円)
寄附金 2千円 (216万2千円)

◆その他の内訳◆  
商工費  1億3,869万5千円
議会費  1億3,524万9千円
農林水産業費  　　6,102万4千円
労働費  　　3,976万4千円

%は予算額の構成比 %は予算額の構成比

28.9%

16.5%

12.8%

12.5%

11.7%

8.9%

6.1%

2.6%

45.8%

13.8%

9.7%

9.1%

5.9%

5.5%

2.9%

7.3%

民 生 費

土 木 費

教 育 費

総 務 費

公 債 費

衛 生 費

消 防 費

そ の 他

町 　 税

国庫支出金

町 　 債

地方交付税

諸 収 入

県支出金

地方消費税交付金

そ の 他

現計予算額
支 出 済 額

43億3,708万6千円
16億2,772万 円

24億7,754万1千円
6億1,747万2千円

19億2,766万5千円
7億6,801万7千円

18億6,806万4千円
11億8,247万4千円

17億5,206万6千円
8億6,039万4千円

13億4,051万5千円
7億1,078万 円

9億1,987万6千円
5億9,613万7千円

3億8,456万 円
1億9,334万6千円

68億7,251万6千円
40億   288万8千円

20億6,625万1千円
2億7,078万2千円

　14億5,180万 円
0円

13億7,081万3千円
9億3,373万3千円

8億8,187万 円
3,956万9千円

8億2,840万7千円
1億7,280万3千円

4億3,000万 円
2億9,496万2千円

11億   571万6千円
3億2,541万5千円

現計予算額
収 入 済 額

損分度年過、は円千6万878,5億2額るす足不てし対に額出支的本資が額入収的本資 ※
益勘定留保資金2億5,224万4千円、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整
額654万2千円で補てんしました  
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ののいちマナビィフェスタ2009

愛と和でふれあう

学習と文化の祭典

　10 月 24 日から 11 月３日にかけて、文化会館、中
央公民館、情報交流館、郷土資料館を会場に学習と文
化の祭典「マナビィフェスタ 2009」が開催されました。
期間中は子どもフェスティバルや音楽祭、芸能民謡祭
などの催しや、精魂込めた作品の展示が行われました。

菊花展成績（敬称略）

【町　　長　　賞】北村勝治
【町 議 会 議 長 賞】綾間義明　
【商 工 会 長 賞】北川和江　　　
【文 化 協 会 長 賞】山口豊和
【北國新聞社長賞】山口外樹夫
■厚物の部　優等・一等・二等　北川和江　一等
北村勝治　東島孝　二等（２点）綾間義明　■管
物の部　優等・一等・二等（２点）北村勝治　一
等　山口外樹夫

■競技花の部　優等　綾間義明　一等　北川和江
二等　北村勝治　山口外樹夫　■新人の部　優
等・一等　堀江繁樹　■盆栽の部　優等・一等　
山口豊和　■福助の部　優等・一等（２点）・二
等　北村勝治　■ダルマの部　優等・一等　綾間
義明一等・二等　北村勝治　二等　北村昇　■ス
プレーの部　優等・一等（２点）・二等　北村勝
治　二等（２点）綾間義明

芸能民謡祭

フリーマーケット

RISE のゲームコーナー

作品に目をとめて

郷土資料館での楊琴演奏

生活学校模擬店

紙芝居

盆栽展

白熱する将棋・囲碁

文学講座

煎茶席でおいしい一服 役場中庭で、天体望遠鏡に親しむ
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29
日　

白
山
石
川
医
療
企
業
団
議
会
定
例
会

30
日　

白
山
石
川
広
域
事
務
組
合
議
会
定
例
会

　
　
　

議
会
運
営
委
員
会　

議
員
総
会

■
11
月

10
～
11
日�

町
村
議
会
議
長
会
全
国
大
会

12
日　

教
育
福
祉
常
任
委
員
会

　

議
会
活
動10

月
16
日
～
11
月
15
日

■
10
月

19
～
21
日　

教
育
福
祉
常
任
委
員
会
行
政
視
察

20
日　

奈
良
県
広
陵
町
議
会
視
察
来
庁

　
　
　

岡
山
県
倉
敷
市
議
会
視
察
来
庁

21
日　

愛
知
県
日
進
市
議
会
視
察
来
庁　

21
～
23
日　

総
務
常
任
委
員
会
行
政
視
察

22
日　

群
馬
県
太
田
市
議
会
視
察
来
庁

27
日　

産
業
建
設
常
任
委
員
会

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

■
町
社
会
福
祉
基
金
へ

▽�
町
社
交
ダ
ン
ス
愛
好
会
様
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
万
８
，
６
０
３
円

■
町
社
会
福
祉
協
議
会
事
業
基
金
へ

▽
野
々
市
生
活
学
校
様
か
ら　
　
　
　

５
千
円

小
学
５
年
生
が
新
名
人
に
！

■
平
成
�1
年
度
囲
碁
タ
イ
ト
ル
戦

10
／
1�　

中
央
公
民
館

▽
名
人
位　

山
田　

翔
世

▽
準
名
人
位　

西
永　

正
雄

▽
金
杯
位　

出
島　

正
雄

▽
準
金
杯
位　

浦
田　
　

望

▽
銀
杯
位　

上
瀧　

源
一
郎

▽
準
銀
杯
位　

押
田　

憲
三

　

ご
寄
付

　

大
会
結
果

会場を彩る数々の作品

美術文化協会展

ネットで折り紙教室

子どもフェスティバル

音楽祭

手話体験コーナー

【町　　長　　賞】上林　太平寺１
【町 議 会 議 長 賞】三日市新　粟田４
【教　育　長　賞】あやめ　本町４
【中央公民館長賞】太平寺４　本町５
【ロータリークラブ会長賞】新庄５・６　粟田６
【北國新聞社長賞】本町６　新庄３
【町 子 連 会 長 賞】菅原　下林

子ども壁新聞
コンクール
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伊
奈
町

「
町
制
施
行
記
念
公
園
」

　

伊
奈
町
は
面
積
14
．
８
㎢
、
首
都
圏
に

も
近
く
、
平
成
26
年
度
人
口
５
万
人
を
目

標
に
取
り
組
む
、
野
々
市
町
と
似
た
町
で

す
。今
回
訪
れ
た
町
制
施
行
記
念
公
園
は
、

町
制
施
行
を
記
念
し
昭
和
48
年
に
開
園
し

た
公
園
で
、
広
大
な
敷
地
に
、
運
動
施
設
、

町
花
で
あ
る
バ
ラ
や
ア
ヤ
メ
園
な
ど
の
修

景
施
設
や
遊
戯
施
設
な
ど
が
あ
る
多
目
的

な
施
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

公
園
の
管
理
は
、10 

ha
も
の
広
さ
ゆ
え
、

ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

管
理
費
が
約
５
千
万
円
に
の
ぼ
る
た
め
、

遊
具
な
ど
の
老
朽
化
に
よ
る
更
新
も
財
政

上
難
し
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

園
内
に
は
バ
ラ
園
が
あ
り
、
現
在
１
．

２
ha
に
４
，５
０
０
株
植
え
ら
れ
て
お
り
、

毎
年
５
月
中
旬
か
ら
６
月
上
旬
に
か
け
有

料
で
、町
観
光
協
会
主
催
の
「
バ
ラ
祭
り
」

が
開
催
さ
れ
て
い
て
、
期
間
中
週
末
に
は

各
種
イ
ベ
ン
ト
も
行
わ
れ
、
県
内
外
か
ら

多
く
の
人
が
訪
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
今
年

か
ら
埼
玉
新
都
市
交
通
の
協
力
を
得
て
、

乗
車
券
と
入
場
券
を
セ
ッ
ト
販
売
す
る
こ

と
で
来
場
者
数
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
こ

の
バ
ラ
園
の
管
理
に
は
年
間
約
３
千
万
の

予
算
が
充
て
ら
れ
て
い
て
、
平
成
15
年
か

ら
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
組
織
さ
れ
、

バ
ラ
園
の
一
部
を
管
理
し
て
い
ま
す
。

　

公
園
に
は
多
く
の
町
民
が
訪
れ
、
町
民

の
憩
い
の
場
と
な
る
よ
う
に
、
適
正
に
管

理
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。

 

川
口
市

「
産
業
施
策
」

　

川
口
市
は
埼
玉
県
の
南
端
に
位
置
す
る

県
内
有
数
の
都
市
で
、
昭
和
37
年
に
公
開

さ
れ
た
映
画
「
キ
ュ
ー
ポ
ラ
の
あ
る
街
」

の
舞
台
と
な
っ
た
所
で
す
。

　

川
口
市
の
視
察
に
お
い
て
特
に
感
じ
た

こ
と
は
「
産
業
施
策
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
を

作
成
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
ま
で
、

産
業
振
興
施
策
の
周
知
を
図
る
た
め
の
印

刷
物
は
、
施
策
ま
た
は
事
業
主
体
ご
と
に

作
成
さ
れ
、
事
業
者
が
幅
広
く
施
策
を
理

解
、
検
討
す
る
こ
と
が
困
難
で
し
た
。
そ

こ
で
、
市
が
中
心
と
な
り
市
以
外
の
産

業
施
策
を
も
掲
載
し
、
事
業
者
に
と
っ
て

利
便
性
の
高
い
冊
子
を
作
り
、
産
業
施
策

の
周
知
に
努
め
て
い
る
こ
と
に
感
心
し
ま

し
た
。
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
市
経
済
部

に
お
け
る
組
織
縦
断
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
結
成
し
商
工
農
の
施
策
を
反
映

さ
せ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

 

墨
田
区

「
雨
水
対
策
・
雨
水
利
用
」

　

墨
田
区
は
、
13
．
75
㎢
と
野
々
市
町
と

ほ
ぼ
同
じ
面
積
に
人
口
約
23
万
人
が
住
む

商
工
業
の
町
で
す
。

　

区
の
雨
水
対
策
・
雨
水
利
用
は
節
水
や

衛
生
上
の
観
点
か
ら
取
り
組
み
を
は
じ
め

ま
し
た
。
雨
水
利
用
と
は
、
建
物
の
屋
根

な
ど
に
降
っ
た
雨
を
貯
留
槽
に
貯
め
雑
用

水
に
利
用
す
る
ほ
か
、
災
害
時
に
は
非
常

用
水
と
し
て
も
利
用
で
き
る
も
の
で
す
。

国
技
館
が
移
転
し
て
く
る
の
を
機
に
始
ま

り
、
約
１
万
３
千
㎥
貯
留
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
野
々
市
町

で
は
庁
舎
に
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
区

で
は
民
間
施
設
へ
の
導
入
が
進
ん
で
い

て
、
区
内
の
民
間
施
設
で
の
総
貯
留
量
は

約
６
千
㎥
近
く
あ
り
、
民
間
の
理
解
度
を

伺
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
大
き
な
建
物
ば

か
り
で
な
く
、一
般
住
宅
に
も
設
置
さ
れ
、

多
く
は
花
や
樹
木
へ
の
水
や
り
や
打
ち
水

に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
区
に
は
「
雨
水

利
用
促
進
助
成
金
交
付
要
綱
」
が
あ
り
、

民
間
施
設
に
設
置
す
る
場
合
に
は
、
補
助

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

雨
水
利
用
は
、
ま
ち
の
ミ
ニ
ダ
ム
の
よ

う
な
も
の
で
、
都
市
型
洪
水
の
防
止
に
役

立
つ
と
同
時
に
、
貯
め
た
水
を
雑
用
水
や

散
水
に
利
用
す
れ
ば
節
水
に
つ
な
が
り
、

ビ
ル
の
緑
化
に
利
用
す
れ
ば
光
熱
費
の
節

減
ま
た
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
対
策
に
も
な

り
ま
す
。
雨
水
利
用
は
将
来
の
環
境
、
水

害
対
策
の
大
切
な
切
り
札
と
し
て
有
効
で

あ
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

以
上
、
今
回
の
視
察
調
査
な
ど
を
踏
ま

え
、
今
後
の
議
会
活
動
に
反
映
さ
せ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

議
会
だ
よ
り　

其
ノ
一

産
業
建
設
常
任
委
員
会
行
政
視
察
報
告

委
員
長　

岩
見　
　

博

産
業
建
設
常
任
委
員
会
は
、
10
月
13
日
か
ら
15
日
に
か
け
て
、
埼
玉
県
伊
奈
町
の
「
町

制
施
工
記
念
公
園
」、
埼
玉
県
川
口
市
「
産
業
施
策
」、
東
京
都
墨
田
区
「
雨
水
対
策
、

雨
水
利
用
」
に
つ
い
て
行
政
視
察
を
行
い
ま
し
た
。
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加
美
町

「
文
化
施
設
」

　

加
美
町
は
宮
城
県
の
北
西
部
に
位

置
し
、
山
々
に
囲
ま
れ
た
、
人
口
約

２
万
７
千
人
、
面
積
４
６
０
．
８
２
㎢
の

町
で
す
。
平
成
15
年
４
月
に
中
新
田
町
・

小
野
田
町
・
宮
崎
町
が
合
併
し
、
加
美
町

と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
４
カ
所
の
文
化
施
設
に
つ
い
て
視

察
し
ま
し
た
が
、
す
べ
て
の
施
設
の
管
理

運
営
に
つ
い
て
、
町
が
直
営
で
行
っ
て
い

ま
し
た
。

　
「
や
く
ら
い
文
化
セ
ン
タ
ー
」
は
、
平

成
16
年
３
月
完
成
で
、
文
化
会
館
、
公
民

館
、
図
書
館
が
一
体
と
な
っ
た
文
化
複

合
施
設
で
す
。
文
化
会
館
は
、
客
席
数

４
５
９
席
と
小
さ
め
で
す
が
、
前
列
の
人

の
頭
が
後
列
の
人
に
邪
魔
に
な
ら
な
い
よ

う
客
席
の
配
列
が
工
夫
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
図
書
館
は
、
２
階
吹
き
抜
け
で
、
窓

も
大
き
く
図
書
ス
ペ
ー
ス
も
ゆ
っ
た
り

と
、
全
体
に
明
る
い
つ
く
り
と
な
っ
て
い

ま
す
。
当
町
の
図
書
館
建
設
時
の
参
考
に

な
る
点
も
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。
公
民
館

は
、
施
設
の
２
階
に
あ
り
、
部
屋
の
壁
の

一
部
が
ガ
ラ
ス
張
り
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。

　
「
中
新
田
文
化
会
館（
バ
ッ
ハ
ホ
ー
ル
）」

は
、
田
舎
の
町
な
か
に
建
て
ら
れ
た
ク
ラ

シ
ッ
ク
音
楽
を
楽
し
め
る
小
さ
な
ホ
ー
ル

で
す
。
そ
の
特
徴
は
、
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン

の
音
の
響
き
に
こ
だ
わ
っ
た
壁
面
や
天
井

の
形
状
、
さ
ら
に
は
客
席
後
方
に
設
置
さ

れ
た
残
響
可
変
装
置
で
す
。

　

こ
こ
で
の
演
奏
会
は
、
著
名
な
音
楽
家

か
ら
も
大
変
な
好
評
を
得
て
い
ま
す
。
こ

の
施
設
は
平
成
16
年
か
ら
平
成
18
年
に
、

47
億
５
千
万
円
を
掛
け
て
改
修
工
事
を
行

い
ま
し
た
。

　

２
施
設
の
ほ
か
、「
ふ
る
さ
と
陶
芸
館

（
切
込
焼
記
念
館
）」、「
東
北
陶
磁
文
化
館
」

に
お
い
て
も
学
芸
員
の
説
明
を
詳
細
に
受

け
て
き
ま
し
た
。

 

仙
台
市

「
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
つ
ぎ
埜の

」

　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
つ
ぎ
埜
は
、
平
成

21
年
４
月
に
開
設
し
た
民
間
の
認
知
症
対

応
型
共
同
介
護
施
設（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）

で
す
。
介
護
の
豊
富
な
経
験
を
活
か
し
、

開
設
の
理
念
と
し
て
、
地
域
で
安
心
し
て

生
き
生
き
と
暮
ら
し
、
地
域
に
親
し
ん
で

い
た
だ
け
る
よ
う
に
支
援
し
、
ま
た
、
ス

タ
ッ
フ
に
つ
い
て
は
、
自
ら
考
え
、
そ
し

て
創
造
す
る
こ
と
が
で
き
る
職
場
環
境
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　

施
設
の
配
置
は
、
事
務
室
を
中
心
に
ア

ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
Ｈ
型
に
入
所
ス
ペ
ー
ス

を
設
け
、
各
ス
ペ
ー
ス
に
は
、
共
同
の
台

所
、
談
話
室
、
ト
イ
レ
数
カ
所
な
ど
を
配

置
し
て
い
ま
す
。
入
所
者
の
部
屋
は
和
・

洋
室
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
、
明
る
く
落

ち
着
い
た
感
じ
を
受
け
ま
し
た
。
医
療
体

制
に
つ
い
て
は
、
医
師
が
24
時
間
い
つ
で

も
往
診
で
き
る
体
制
が
整
え
ら
れ
て
い
ま

す
。

 

名
取
市

「
雷
神
山
古
墳
」

　

雷
神
山
古
墳
は
、
市
の
中
心
部
か
ら
南

に
２
㎞
、
標
高
45
ｍ
ほ
ど
の
小
丘
陵
東
端

に
築
造
さ
れ
た
前
方
後
円
墳
で
す
。

　

東
北
地
方
最
大
の
規
模
で
、
主
軸

１
６
８
ｍ
、
後
円
部
の
径
96
ｍ
・
高
さ
12

ｍ
、
前
方
部
の
長
さ
72
ｍ
・
前
端
幅
96
ｍ
・

高
さ
６
ｍ
の
三
段
築
成
で
、
葺
石
（
ふ
き

い
し
）
を
伴
い
一
部
に
周
湟
（
し
ゅ
う
こ

う
）
も
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
雷
神
山
古

墳
の
造
ら
れ
た
年
代
は
、
古
墳
の
形
状
や

立
地
、
築
造
方
法
、
出
土
し
た
遺
物
（
壷

型
埴
輪
（
つ
ぼ
か
た
は
に
わ
）、
底
部
穿

孔
壷
型
土
器
（
て
い
ぶ
せ
ん
こ
う
つ
ぼ
か

た
ど
き
））
に
、
古
墳
時
代
前
期
の
要
素

が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
４
世
紀
末
頃
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
現
在
、
古
墳
周
辺
は
史

跡
公
園
と
し
て
整
備
さ
れ
、
広
く
一
般
市

民
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

以
上
、
今
回
の
視
察
調
査
な
ど
を
踏
ま

え
、
今
後
の
議
会
活
動
に
反
映
さ
せ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

議
会
だ
よ
り　

其
ノ
二

教
育
福
祉
常
任
委
員
会
行
政
視
察
報
告

委
員
長　

早
川　

彰
一

10
月
19
日
か
ら
21
日
に
か
け
て
宮
城
県
加
美
町
の
文
化
施
設
、
仙
台
市
の
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
お
よ
び
名
取
市
の
雷
神
山
古
墳
に
つ
い
て
行
政
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

バッハホール
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静
岡
県

「
静
岡
空
港
」

　

空
港
施
設
の
概
要
は
、
管
理
面
積
約

１
９
０
ha
、
滑
走
路
延
長
２
，
５
０
０
ｍ
、

全
体
事
業
費
１
，
９
０
０
億
円
で
、
滑
走

路
な
ど
の
基
本
施
設
の
建
設
を
静
岡
県
が

行
い
、
建
設
後
は
、
県
が
最
終
的
な
管
理

責
任
を
負
う
こ
と
を
前
提
に
、
可
能
な
範

囲
内
で
管
理
業
務
を
民
間
会
社
、
富
士
山

静
岡
空
港
株
式
会
社
（
Ｆ
Ｄ
Ａ
）
に
委
託

し
て
い
る
。
ま
た
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
の

建
設
・
運
営
は
、
Ｆ
Ｄ
Ａ
が
行
っ
て
い
る
。

　

現
在
の
運
行
状
況
は
、
国
内
３
路
線
及

び
国
際
線
は
80
％
前
後
の
搭
乗
率
を
確
保

で
き
て
い
る
が
、
Ｆ
Ｄ
Ａ
の
３
路
線
に

つ
い
て
は
、
小
松
の
40
％
を
筆
頭
に
平
均

45
％
の
搭
乗
率
と
、
非
常
に
厳
し
い
運
営

を
強
い
ら
れ
て
い
る
。
今
後
、
新
た
な
割

引
制
度
を
導
入
し
搭
乗
率
の
確
保
を
行
う

予
定
を
し
て
い
る
。

 

焼
津
市

「
行
財
政
改
革
（
集
中
プ
ラ
ン
）」

　

静
岡
県
の
ほ
ぼ
中
央
部
で
、
東
海
道
の

真
ん
中
に
位
置
し
、
県
都
静
岡
市
の
南
、

面
積
は
70
．
55
㎢
、
約
14
万
３
千
人
の
市

民
が
生
活
し
て
い
ま
す
。

　

財
政
改
革
で
は
、
国
に
先
立
ち
行
政
改

革
大
綱
で
あ
る
「
焼
津
市
行
財
政
改
革
推

進
プ
ラ
ン
」
を
平
成
16
年
に
策
定
し
、
平

成
21
年
度
ま
で
の
６
カ
年
で
の
行
財
政
改

革
を
進
め
て
い
る
。
市
民
の
求
め
る
公
共

サ
ー
ビ
ス
の
迅
速
化
や
多
様
化
へ
の
対
応
、

厳
し
い
財
政
状
況
へ
の
対
応
な
ど
か
ら
、

市
民
と
の
共
働
、
地
域
性
を
持
ち
目
標
や

成
果
を
重
視
す
る
新
た
な
行
政
経
営
の
方

向
性
を
示
す
「
焼
津
市
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」

を
作
成
し
、
平
成
19
年
度
か
ら
行
政
評
価

シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た
事
務
事
業
の
見
直

し
や
窓
口
業
務
の
あ
り
方
の
検
討
、
指
定

管
理
者
制
度
の
推
進
な
ど
、
行
財
政
改
革

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

 

高
浜
市

「
事
務
事
業
の
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
」

　

愛
知
県
三
河
平
野
の
南
西
部
に
位
置

し
、
面
積
は
13
㎢
、
人
口
約
４
万
５
千
人

と
野
々
市
町
と
ほ
ぼ
同
規
模
の
市
で
、
三

州
瓦
の
産
地
と
な
っ
て
い
る
。

　

市
役
所
業
務
の
効
率
化
を
目
指
し
、
ト

ヨ
タ
自
動
織
機
へ
職
員
を
派
遣
し
、
ト
ヨ

タ
生
産
方
式
を
学
び
、
事
務
事
業
に
応
用

し
て
い
る
。
公
共
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
提

案
を
市
民
か
ら
募
集
し
、
創
意
と
工
夫
を

反
映
し
、
業
務
の
委
託
・
民
営
化
や
ス
リ

ム
化
を
図
り
、
効
率
的
な
市
役
所
と
質
の

高
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
目
指
し
て
い
る
。

　

市
の
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
の
現
状
は
、

公
共
施
設
管
理
や
市
役
所
窓
口
な
ど
の

２
９
事
業
を
行
っ
て
い
る
。
総
合
サ
ー
ビ

ス
に
お
け
る
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
の
効
果

と
し
て
、
市
職
員
が
業
務
を
行
う
場
合
と

比
較
す
る
と
、
年
間
で
約
３
億
円
強
の
経

費
削
減
と
な
り
、十
分
実
証
さ
れ
て
い
る
。

　

経
費
削
減
と
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
と

い
う
課
題
を
解
決
し
、
成
果
を
上
げ
た
事

例
は
大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。
当
町
に

お
い
て
も
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
の
研
究
、

検
討
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

 

知
立
市

「
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
」

　

愛
知
県
の
ほ
ぼ
中
央
部
に
位
置
し
、
古

く
は
東
海
道
の
宿
場
町
と
し
て
栄
え
た
と

こ
ろ
で
す
。
面
積
は
16
．
34
㎢
、
人
口
約

７
万
人
。

　
「
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
」
は
、
ま
ち

づ
く
り
を
行
う
上
で
、
市
民
・
議
会
・
行

政
が
そ
れ
ぞ
れ
の
果
た
す
べ
き
役
割
や
協

働
し
て
行
う
基
本
ル
ー
ル
を
定
め
た
も
の

で
、
す
べ
て
の
施
策
の
上
位
に
置
か
れ
、

最
高
規
範
と
さ
れ
市
政
運
営
の
指
針
と

な
っ
て
い
る
。
制
定
後
は
「
ま
ち
づ
く
り

基
本
条
例
」の
浸
透
と
意
識
付
け
を
行
い
、

市
民
の
参
画
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
大
地
震
に
備
え
る
知
識
と
技

術
の
普
及
、
防
災
意
識
の
高
揚
、
自
主
防

災
組
織
の
活
性
化
を
目
指
す
静
岡
県
地
震

防
災
セ
ン
タ
ー
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

以
上
、
今
回
の
視
察
調
査
な
ど
を
踏
ま

え
、
今
後
の
議
会
活
動
に
反
映
さ
せ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
会
だ
よ
り　

其
ノ
三

総
務
常
任
委
員
会
行
政
視
察
報
告委

員
長　

平
野　

政
昭

10
月
21
日
か
ら
23
日
に
か
け
て
、
静
岡
県
の
「
静
岡
空
港
」、「
静
岡
県
地
震
防
災
セ
ン

タ
ー
」、
焼
津
市
「
行
財
政
改
革
プ
ラ
ン
」、
愛
知
県
高
浜
市
「
事
務
事
業
の
ア
ウ
ト
ソ
ー

シ
ン
グ
」、
知
立
市
「
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
」
に
つ
い
て
行
政
視
察
を
行
い
ま
し
た
。
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み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
！

　

突
然
で
す
が
、

「
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
」
を
ご
存
じ

で
し
ょ
う
か
？

　

野
々
市
町
で
は
、
認
知
症
に
な
っ
て

も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
を
目

指
し
て
、
認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
、

認
知
症
の
方
や
家
族
を
支
援
す
る
「
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」
の
養
成
を
進
め
て

い
ま
す
。

　

12
月
１
日
は
「
世
界
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
デ
ー
」

で
す
。世
界
中
で
エ
イ
ズ
の
こ
と
を
考
え
、

行
動
す
る
日
で
す
。

　

エ
イ
ズ
と
は
、
Ｈ
Ｉ
Ⅴ
ウ
イ
ル
ス
に
感

染
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、免
疫
力
が
落
ち
、

健
康
時
に
は
何
で
も
な
い
、
弱
い
細
菌

や
ウ
イ
ル
ス
に
も
抵
抗
す
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
り
、
死
に
至
る
こ
と
も
あ
る

病
気
の
総
称
で
す
。
個
人
差
は
あ
り
ま

す
が
、
感
染
後
、
す
ぐ
に
エ
イ
ズ
に
な

る
わ
け
で
は
な
く
、
約
10
年
程
度
、
症

状
の
な
い
状
態
が
続
き
ま
す
。
そ
の
た

め
、
気
づ
か
な
い
う
ち
に
他
人
に
も
感

染
さ
せ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

２
０
０
８
年
の
国
内
の
Ｈ
Ｉ
Ⅴ
感
染
者

と
患
者
の
合
計
が
１
万
５
千
人
を
超
え
、

１
年
間
に
新
た
に
報
告
さ
れ
た
感
染
者

と
患
者
は
１
，
５
４
５
人
と
、
過
去
最

高
を
更
新
し
て
い
ま
す
。

　

感
染
経
路
の
約
８
割
が
、
感
染
者
と
の

健 康 通 信
エイズについて知っていますか？

地域の底力
～高齢者の安心を

　　　　みんなで守ろう～
…⑧

認
知
症
を
学
び
、
地
域
を
支
え
よ
う

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
い
っ
て
も
、

何
か
特
別
な
活
動
を
す
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
街
で
困
っ
て
い
る
認
知
症

の
方
を
見
か
け
た
ら
声
を
か
け
る
な
ど
、

で
き
る
範
囲
で
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

　

現
在
、
そ
ん
な
心
強
い
サ
ポ
ー
タ
ー

が
町
内
で
も
５
２
７
人
誕
生
し
て
い
ま

す
。（
10
月
末
現
在
）

　
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
の

開
催
に
つ
い
て
は
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

性
交
渉
に
よ
る
感
染
で
す
。
Ｈ
Ｉ
Ⅴ
感

染
の
予
防
法
は
、
Ｈ
Ｉ
Ⅴ
ウ
イ
ル
ス
を

体
内
に
入
れ
な
い
こ
と
で
す
。
そ
の
た

め
に
は
、「
不
特
定
多
数
の
人
と
性
交
渉

を
し
な
い
」「
正
し
く
コ
ン
ド
ー
ム
を
使

用
す
る
」
な
ど
、
お
互
い
を
思
い
や
る

行
動
が
重
要
で
す
。
Ｈ
Ｉ
Ⅴ
ウ
イ
ル
ス

は
感
染
力
が
弱
く
、「
せ
き
や
く
し
ゃ
み
」

「
衣
服
や
食
器
、便
座
の
共
用
」「
同
じ
プ
ー

ル
や
風
呂
に
入
る
」
な
ど
の
日
常
生
活

で
感
染
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

Ｈ
Ｉ
Ⅴ
感
染
や
エ
イ
ズ
は
、
治
療
す

る
こ
と
で
、
発
症
を
遅
ら
せ
た
り
、
抑

え
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
症
状
の
出
な
い
初
期
に
発

見
す
る
こ
と
が
大
切
で
、
Ｈ
Ｉ
Ⅴ
抗
体
検

査
を
受
け
る
こ
と
で
分
か
り
ま
す
。
検

査
は
保
健
所
で
匿
名
・
無
料
で
受
け
ら

れ
ま
す
。
感
染
か
ら
抗
体
が
で
き
る
ま

で
約
２
カ
月
か
か
る
た
め
、
感
染
が
疑

わ
れ
る
日
か
ら
３
カ
月
以
上
経
っ
て
か

ら
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

自
分
の
Ｈ
Ｉ
Ⅴ
感
染
に
気
づ
い
て
い

な
い
人
が
多
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

エ
イ
ズ
に
つ
い
て
正
し
い
知
識
を
持
ち
、

感
染
が
疑
わ
れ
る
場
合
は
、
積
極
的
に

検
査
を
受
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ　

保
健
セ
ン
タ
ー　

（
☎
２
４
８―

３
５
１
１
）

問
い
合
わ
せ

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
２
２
７―

６
０
６
７
）

エ
イ
ズ
に
対
す
る

理
解
と
支
援
の
象
徴

「
レ
ッ
ド
リ
ボ
ン
」



14

もしものときには、助け合う
愛知県東浦町との災害時相互応援協定締結

　11月10日㈫、愛知県東浦町と災害時の相互応援協定が締結
されました。協定書では、災害時の生活物資や災害復旧のため
の資材や人員の提供が定められています。同時災害の危険性が
少ない県外自治体との協力で、安全安心なまちづくりの土台を
固めます。
　お互いに次期国勢調査での５万人突破、単独市制を目標に掲
げる両町。今年５月に町職員が東浦町を視察したことをきっか
けに、今回の協定締結へ向け話し合いが行われました。　
　締結式では、類似自治体として、災害時だけでなくさまざま
な連携・交流を図ることを誓いました。

カメラあちこち
まちの話題、あんなこと、こんなこと。

←協定書を交換する粟町長と井村町長

みんなで楽しく、スポーツで交流
障害者スポーツ交流大会

　10月 25日㈰、スポーツセンターを会場に、障害者スポーツ交流大会が開催されました。
　９種目の競技とアトラクション、抽選会に約 120人の選手・運営ボランティアが参加しました。風船をほ
うきでゴールまでどれだけ早く運べるかを競う「お掃除競走」では、風船が思わぬところに飛び、追いかけ
るのも一苦労。さまざまな競技で、競技者からも見守る人たちからも笑い声が響きあっていました。気持ち
のよい汗を流しながら、笑顔で声を掛け合い、交流を深めることができたようです。
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地域一丸で支えあう福祉
地域づくり講演会

　10月28日㈬、文化会館フォルテで愛知県安城市から同市
社会福祉協議会吉村氏と同市城南町の藤野福祉委員会会長を
招き、地域づくり講演会が行われました。
　城南町では、災害時に手助けが必要な人や近所付き合いを
書き込んだ「住民支えあいマップ」を作成し、福祉活動に役
立てています。作成を通し、情報の共有と意識付けが行われ
た結果、住民同士の助け合いが促進されたことなどが話され
ました。

いつまでもいきいきと地域活動を
生活学校　進村さんがエイジレス章を受賞

　内閣府では、エイジレス・ライフ（年齢にとらわれず自ら
の責任と能力において自由でいきいきとした生活を送ること）
を地域社会で実践している個人・団体を選考しています。
　今年度、町生活学校代表の進村五月さんにエイジレス章が
授与されました。生活学校は、来年40周年を迎えます。進
村さんは当初から会に参加され、ゴミ問題・リサイクル活動
を積極的に行ってきました。近年は、レジ袋削減や伝承遊び
の普及にも力を注いでいます。
　進村さんは「生活学校には、仲間の知恵とパワーがつまっ
ています。これを励みに、もう少し仲間とがんばっていきた
いと思います」と語っていました。

みんなの学校、こうやって作っているんだ！
野々市小学校　改築工事現場見学会

　11月５日㈭、野々市小学校の５年生が、改築工事が進めら
れている新校舎の工事現場を見学しました。
　児童は工事の担当者から、使用しているコンクリートポン
プ車などの説明を受けたあと、実際に2.9tのパワーショベル
に乗り込みました。運転席に座ると、おそるおそるレバーに
触れていました。生コンクリートを混ぜる体験では、水を含
んで重くなったセメントをかき回すのに苦労し、改めて工事
の大変さを実感しているようでした。

←民生委員や町内会役員ら約70人が参加

市制の要件　都市
　地方自治法では、人口５万人以上を有することという条件のほかに「当該都道府県の条例」で
定める都市的要件を備えていることも「市」となる要件として定められています。本県には「石
川県市制条例」が制定されており、この条例には、高等学校や図書館の設置や、銀行、病院が相

当数設けられているなど、全部で８項目の市制施行に係る都市的施設の要件が定められ、野々市町は、そのす
べての要件を満たしているものと考えています。
　次回からは、石川県市制条例に定められている要件を満たしているかどうかについて、検証していきます。

市制施行コラム5

「いろんなスイッチがある！」と驚きの声を上げていました→

↑写真左　進村さん

↓ボカシ作りでごみの減量化
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みんなのひろば
掲載ご希望の方は…広報情報課（☎227-6056）

おじいちゃんおばあちゃん
だぁ～いすき

中央保育園

かがやくひとみ

広
告
欄

保育園では、地域の方と交流を行っています。

ふれあい農園を借りての自然体験活動では、夏野

菜づくりや芋苗植え、芋掘りを近隣の方と一緒に体験し、

芋掘りのあとには、サツマイモづくしの昼食でたのしい

ひとときとなりました。

　年長児は、健康クラブの人たちとスポーツセンターで

年に２回の交流を行っています。フォークダンスやフー

プ、ボールを使ったゲームなどで親睦を深めています。

２回目の交流では、前回は恥ずかしがっていた園児もす

ぐに打ち解け、「がんばろうね」「次は勝ちたいな」と笑

顔で会話する姿も見られました。普段は子ども同士、元

気いっぱいに遊ぶ年長児ですが、おじいちゃんおばあ

ちゃんの走るはやさに合わせて、やさしく手をつないで

気遣っていました。

　ゲーム終了後は、“どんぐりころころ”の歌に合わせ

ておじいちゃんおばあちゃんの肩たたき。「ありがとう。

上手だね」「気持ち良いよ」などたくさんの温かい言葉

をかけてもらい、子どもたちもとてもうれしそうでした。

最後に子どもたちから「いつまでもお元気でね」とあい

さつし、お別れをしました。

　地域の方とのふれあいをこれからも大切にして、子ど

もたちの心豊かな成長につなげていきたいと思います。
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ぼ
く
の

夢

わ
た
し
の

夢

オススメの本

西田　よしのさん
館野小学校３年

医者（眼科）になりたい

西村　優太朗くん
野々市小学校２年

キャンピングカーを運転したい

町立図書館
野々市町本町2-14-6（☎ 248-8099）

開館時間　10：00～ 19：00

　　　　　（土日は17：00まで）　

休 館 日　毎週月・祝日

● 子ども向け

● 今月のおはなし会

図書館お役立ち情報：≪新コーナー設置≫インターネット・携帯電話・メール等の危険性を知るために役立つ図書を集めました。

と　き　12月
がつ

12日
にち

㈯、26日
にち

㈯

　　　　11：00から

ところ　児
じ

童
どう

図
と

書
しょ

コーナー

おっちょこちょいのサンタさんが、お

うちのまどをのぞいて、その子
こ

にぴっ

たりのプレゼントをおいていくよ。よ

ろこばれるかな。クリスマス会
かい

での読
よ

み聞
き

かせにもどうぞ。
● 今月の展示図書

テーマ　『先生』

※期間中の展示図書の貸し出しはできませんの
で、予約をお願いします

『まどからおくりもの』
五
ご

味
み

　太
た

郎
ろう

／さく　偕成社

● 大人向け

まだ言葉の話せない赤ちゃんと、コ
ミュニケーションがとれる方法があっ
た。親子のきずなが強まり、保護者の
子育てが楽になるとも言われるベビー
サインを紹介する。

『親子で楽しむベビーサイン　赤ちゃんとお手てで話そう』
吉中みちる・まさくに／著　実業之日本社

楽しい絵本や
紙芝居の

読み聞かせです。
誰でも自由に参加
できます。

広告募集中
（１号 5.6 ｃｍ四方）

掲載料は月額 2 万円。６カ月連
続掲載で 10 万円（１カ月分無料）
※ 税込み、版下原稿作成費用は

含まない
問い合わせ　広報情報課広報広
聴担当（☎ 227 － 6056）

広
告
欄
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Topics

リレー方式で町民の方々を紹介しています

どちらかが子どもを叱るときは、
もう一方がなだめ、二人で叱らな
いよう決めています。

吉川　三千世さん／三日市
【左から裕二くん、慎之介くん、和之さん】

吉川さん宅におじゃますると、次男の裕二くんが大好
きなアンパンマンを手に出迎えてくれました。
野々市町で暮らしてどうですか？
引っ越してきて２年です。引っ越す前は産業や商業
の町という印象が強かったのですが、住んでみると、
公園が多く子育てしやすい環境だと思います。
広報についてのご意見は？
以前住んでいた地域では広報紙がなかったのですが、
野々市町では、広報紙から町や地域の活動を知ること
ができ、町を身近に感じます。知り合いが載っている
と、やはりうれしいですね。
自分の性格を一言であらわすと？
見た目は温和だとよく言われますが、子どもができて
からは怒ってばかりです。
リフレッシュ方法や趣味は？
お父さん（和之さん）に子どもたちをお願いして、一
人で買い物に出かけることです。スーパーで特売があ
ると最高ですね。あとは読書の時間も好きです。
目標やチャレンジしてみたいことは？
自分の目標じゃないのですが、長男の慎之介が最近ス
イミングを習い始めました。まずは水中にもぐれるよ
うになることが目標。家族みんなで応援しています。

“いきいき”
　　ののいち人

43

御経塚遺跡出土品、石川県指定文化財へ

　11 月 12 日㈭、県文化財保護審議会で、
「御経塚遺跡出土品」を県指定文化財の
有形文化財に指定するよう県教委に答
申が行われました。
　指定される御経塚遺跡出土品は、国
指定史跡「御経塚遺跡」から出土した、
縄文時代後期から晩期にかけての土器、
石器、骨角器など 4,219 点です。

　土器の文様から遠隔地との交流や移り
変わりがうかがえ、大量に出土した打製
石斧や磨石（すりいし）、凹石（くぼみ
いし）は根菜類の採集や木の実の加工な
ど、植物質の食料を重視していた生活が
考察できます。↓

←祭祀（さいし）に使ったと思われる石製品や土偶
は全国的にも有数の発掘量となっています。

↑御経塚遺跡上空写真

展示館
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　編集後記
　実りの秋から冬支度で気忙しい頃を迎えています。今、
野々市の秋の実りと言えばヤーコン。生産組合ができた
り、給食のメニューになったり、学童農園で栽培したり。
町内の随所で、「ヤーコンって何」から始まり、おいし
い食べ方、ヤーコン茶の作り方など、ヤーコン談義が巻
き起こっています。こうした街角の試行錯誤が、元気な
まちづくりになると思いながら、わが家でも毎晩いろん
な味のヤーコン茶を楽しんでいます。　　　　　（桝谷）
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戸籍の窓
H21.10.16 〜 H21.11.15 受付分

■10月末現在の人口
（　）は前月比

　人　口	 45,885 人	（＋	93）

　　男	 23,104 人	（＋	50）

　　女	 22,781 人	（＋	43）

　世帯数	 19,191 世帯	（＋	46）
■10月中の人の動き
　転　入	 257 人

　転　出	 203 人

　出　生	 58 人

　死　亡	 19 人
※住民基本台帳に記載されている数字
です
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目で、手で、舌で感じる本物の魚
　御経塚保育園さかなとのふれあい

11月12日（木）、食育事業の一環、石川でとれる魚
の知識を深めるさかなとのふれあいが㈱北陸大食の
協力で実現。サバの骨抜きに挑戦しました。もちろん
最後は美味しくいただきました。
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　11月４日㈬、野々市中央公園に遊具 2つが整備されました。秋の遠足など多

くの子どもたちが利用しています。　

　町では、平成 17年ごろから公園の遊具を安全に利用していただくために、新

設する遊具に「対象年齢表示」シールの貼り付けを行っています。シールは、そ

の対象年齢の平均的な体力や身体能力の発達程度であれば安全に遊ぶことができ

る目安を、利用者にお知らせするためのものです。対象年齢以外の利用ができな

いわけではありません。保護者などが、必要に応じてサポートするなど、安全に

は十分留意してご利用ください。特に年齢の小さなお子さんが遊具を利用する場

合は、常に目の届くところで付き添ってくださるようお願いします。

野々市中央公園に新しい遊具が設置されました

←対象年齢表示シールのほかにも、↑危険行為禁止シールが貼

られているものもあります。注意を守り安全に使用しましょう。


